
6-4 帯広圏の将来像・基本方針 

帯広圏の将来像として、都市課題、交通課題に対応し、拠点集約型都市構造への転換に加え、将来の超高齢社会への対応や、暮らしをささえる産業の活性化についても重要な課題となることから、以下の３つを基本方針

として設定する。 

 帯広圏の将来像と基本方針

既存ストックを活かし魅力ある十勝の中核都市圏形成を支える
拠点集約・連携型都市構造を実現

 

 

 ▽人口減少や地球環境問題に対応する集約型都市構造への転換
人口減少・地球環境問題に対応するため、これまでの拡散型都市構造を見直し、既存都市機能を

活かしつつ、拠点集約型都市構造への転換を実現する。

▽誰もが暮らしやすいまちづくりの推進
超高齢社会に対応し、地域住民誰も

 

 

 が安全・安心で、暮らしやすいまちづくりを実現する

▽持続可能な発展を支える地域産業の活性化
 

 農業・食・観光を中心に地域産業を活性化し、十勝の中核都市機能を強化できる地域づくりを実現
する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4-1 帯広圏の拠点の設定 

 


